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火
災

放
火
が
増
加

　
昨
年
、
市
内
で
起
こ
っ
た
火
災

の
原
因
の
卜
″
プ
は
放
火
（
疑
い

を
含
む
）
で
、
約
半
数
か
占
め
ま
し

た
。
最
近
、
明
ら
か
な
動
機
の
な

い
、
面
白
半
分
の
「
無
差
別
放
さ

が
全
国
的
に
も
増
え
、
社
会
問
題

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
、

人
目
に
付
き
に
く
い
建
物
の
周
り

に
置
い
て
あ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
、
ま
た
単
車

や
乗
用
車
な
ど
に
対
す
る
放
火
は
、

近
年
、
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
と
し
て
も
対
策
を
講

じ
て
い
車
か
、
住
民
一
人
ひ
と

平成２年の火災発生状況

り
の
協
力
が
な
く
て
は
、
放
火
は

防
げ
ま
せ
ん
。
家
庭
や
地
域
で
次

の
こ
と
衆
心
掛
け
、
放
火
さ
せ
な

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
▼
段
ボ
ー
ル
箱
や
紙
く
ず
な
ど

燃
え
や
す
い
も
の
夕
家
の
外
に
放

置
し
な
い
▼
暗
が
り
や
物
陰
は
放

火
魔
の
狙
い
ど
こ
ろ
。
夜
は
家

の
周
り
を
明
る
く
す
る
▼
外
出
・

就
寝
前
に
は
戸
締
ま
り
の
徹
底
を

▼
不
審
な
者
の
出
入
り
に
つ
い
て

は
隣
り
近
所
べ
井
一
い
に
注
意
侃

　
　
火
災
は
ふ
と
し

た
油
断
か
ら

　
一
方
、
天
ぷ
ら
鍋
の
か
け
忘
れ

　　（　）内は前年の数字

〈出火件数〉＼　　尚　　　47(39)

〈死　　者〉　　　　ダ　2(:

〈負傷者〉　　　　　　　7(3)

〈種　　別〉1.建物十　　　28（26）

　　　　　　2.車両　　　　13(11)

　　　　　　3.その他　　　6(2)

〈原　　因〉1.放火　　　　21（9)

　　　ダ　2.ガスこんろ　5(4）

よ　　＼　3.石油ストーブ3(3)

や
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
も
の
な

ど
、
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
に

よ
呑
火
災
も
、
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。
日
常
取
り
扱
っ
て
い
る
こ

れ
ら
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
今
一

度
次
の
点
に
注
意
し
、
大
切
な
命

や
財
産
を
、
火
災
か
ら
守
り
ま
し

救
急

　
▼
天
毫
刄
瘍
げ
て
い
る
時
は
’

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
離
れ
る
時

は
、
必
ず
ガ
ス
コ
ッ
ク
忿
閉
め
る

ｙ
ス
ト
ー
ブ
は
折
で
に
可
燃
物
が

な
い
か
確
か
め
、
安
全
な
場
所
で

使
用
す
る
▼
石
油
ス
ト
ー
ー
プ
ｔ
Ｒ

火
し
た
ま
ま
注
油
し
な
い
。

～
人
権
に
関
す
る
こ
と
は
気
軽
に
ご
相
談
を
～

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
格
・

識
見
が
高
く
、
人
権
擁
護
へ
の

理
解
が
深
い
人
の
中
か
ら
、
市

長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
す
る
も
の
で
、
任
期
は
３
年

で
す
。

　
本
市
に
は
丈
の
人
権
擁
護

委
員
が
お
ら
れ
来
ふ
、
任
期

が
満
了
し
た
九
人
の
う
ち
新
任

一
人
か
殴
く
八
人
が
再
任
さ
れ
、

こ
の
程
、
九
人
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
九
人
を

貪
呆
市
の
委
員
は
左
表
の
と

お
り
。
人
権
に
関
す
る
こ
と
は

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
毎
月
第
一
木

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
、
宇
治
公
民
館
で
実
施
。

各
委
員
の
自
宅
で
も
、
随
時
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
個
人
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
　
　
（
広
報
課
）

人権擁護委員（敬称略）･西小倉/地区小倉地区

氏名 住　　所 電話

青山一雄 宇治善法11の５ 21－4380

東　重子 羽拍子町22･ 43－7723

飯塚久子 木幡檜尾32の１ 31－8792

井戸田侃 木幡熊小路４の８31－8489

北川　稔 伊勢田町毛語40 41－7260

柴田　定治木幡平尾i7の63 32－6620

谷口　武治宇治宇文字ｎの1221－4611

福島秀次 広野町寺山53の３43－2689

藤原了孝 五ヶ庄大林43の１31－8532

前川　住子菟道丸山１の69 21－3458

新民生・児童委員

に委嘱状を伝達

　
小
倉
地
区
と
西
小
倉
地
区
で

欠
員
と
な
っ
て
い
た
民
生
委
員

児
童
委
員
の
後
任
者
が
決
ま
り
、

厚
生
大
臣
・
京
都
府
知
事
の
委

嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
民
生
委
員
・
児
童
妻
員
に

委
嘱
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
。

任
期
は
平
成
四
年
十
一
月
三
十

日
ま
で
で
す
（
敬
称
略
）
。

▼
小
倉
地
区

　
清
水
桂
子
（
宇
治
蔭
山
6
8
の

8
8
．
容
2
3
・
3
6
7
5
）

▼
西
小
倉
地
区

　
野
村
喜
代
美
（
小
倉
町
南
堀

池
4
4
の
2
4
、
豊
2
2
・
4
4
0
4
）

　
河
合
岩
郎
（
小
倉
町
山
際
４

の
1
4
、
豊
2
2
・
3
0
9
9
）

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
近
鉄
大
久
保
駅
東
側
で
連
絡
所
業
務
を
行
っ
て
い

た
「
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
あ
ら
き
」
が
店
舗
移

転
に
伴
い
閉
店
し
た
た
め
、
同
店
向
か
い
の
「
オ
ー

ム
社
書
店
大
久
保
店
」
（
広
野
町
西
浦
）
で
業
務
を
行

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
課
）

1209

依
然
、
多
く
の

不
搬
送
が

　
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
展
し
、

ま
た
、
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

る
今
日
、
傷
病
者
の
一
層
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
昨
年
救
急
車
ぶ
匹

:=●平成２年の救急出動状況∧

……………（　）内は前年の数字＝＼ト……………=∇:

〈出動件数〉　　　ト　3.509(3,451ﾄ

　ﾀﾞ〈搬送人員〉…………==:………3.583（3,508)

■　　　　　　　　　　■■　　－ニ〈種……=･別〉土急病＼ぐ犬1,657(1,587)･

…………I∧I.文通事故　1.157(1.149)

f………=::＼ﾌﾟ3.一般負傷/y∇427 (354）

225 (234)〈不搬送〉

療
機
関
へ
搬
送
し
た
患
者
の
う
ち

軽
症
患
者
が
半
数
以
上
を
占
め
、

ま
た
運
ぶ
必
要
が
な
か
っ
た
不
搬

送
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
救
急

車
の
台
数
に
は
限
ひ
が
あ
り
ま
す
。

タ
ク
シ
上

き
る
程
度
の
軽
い
傷
病
者
は
、
救

急
車
か
莉
用
し
な
い
ぶ
つ
に
し
、

本
当
に
必
要
な
人
が
必
要
な
時
に

利
用
で
き
る
ぶ
つ
、
お
互
い
に
理

解
と
協
力
を
心
掛
け
た
い
も
の
で

す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
皆
さ
ん
の
求

め
に
応
じ
て
、
応
急
手
当
に
関
す

る
講
習
心
一
を
開
い
て
い
ま
す
。
応

急
手
当
な
ど
の
訓
練
を
さ
れ
る
時

は
、
最
寄
り
の
消
防
（
分
）
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

紫
式
部
文
学
賞
・
市
民
文
化
賞

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
ー
ロ
ゴ
タ
イ
プ

が
決
ま
る

紫式部文学

賞

格
調
の
高
さ
と
優
し
さ
奮
箔
惣

て
い
ま
す
。

〈
ロ
ゴ
タ
イ
プ
〉

　
墨
書
き
の
「
紫
式
芭
と
明
朝

体
の
『
文
学
賞
・
市
民
文
化
？

と
の
組
交
Ｂ
せ
が
、
「
伝
統
と
現

在
と
の
調
和
」
を
象
徴
す
る
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

紫式部文学

賞　　受け付けは

４月１日～５月31日

　
「
歴
史
文
化
都
市
・
宇
治
」
に
ふ

さ
わ
し
い
地
域
文
化
曳
市
民
自

ら
の
手
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
◇

　
な
お
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
ー
ロ

ゴ
タ
イ
プ
の
著
作
権
は
市
に
帰
属

し
ま
す
。
使
用
す
る
場
合
は
、

企
画
課
企
画
係
（
内
線
２
３
６
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
企
固
課
）

目
的
と
す
る
「
紫
式
部
市
民
文
化

戸
の
応
募
受
け
付
け
は
、
四
月

一
日
側
か
ら
五
月
三
十
一
日
倒
ま

で
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
に
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
〈
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
〉

　
小
説
・
戯
曲
・
評
論
・
随
筆
・

紀
行
・
童
話
・
詩
歌
な
ど
の
文
学

作
品
か
、
文
学
・
歴
史
・
民
俗
な

ど
の
研
究
（
詩
歌
は
2
0
編
程
度
必

要
）
。
日
ぷ
語
の
作
品
に
限
る
。

　
（
作
品
の
要
件
〉

　
公
募
。
・
新
作
ま
た
は
平
成
元
年

４
月
１
日
か
f
＆
Ｏ
年
３
月
3
1
日
ま

で
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
。

　
〈
作
品
の
規
格
〉

①
原
稿
作
品
泉
は
雑
誌
（
ぶ
じ

　
る
か
製
本
さ
れ
た
も
の
）
か
単

　
行
本
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
。

②
原
稿
作
品
は
、
４
１
０
字
詰
め

　
原
稿
用
紙
（
Ｂ
４
縦
書
き
）
に

　
限
る
（
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
も
同
様
）
。

　
〈
応
募
資
格
〉

①
応
募
の
時
点
で
、
市
内
に
在
住
・

　
在
勤
・
在
学
し
て
い
φ
人
。

②
性
別
、
自
薦
・
他
薦
の
別
は
問

　
わ
な
い
。

　
〈
応
募
方
法
〉

①
原
稿
作
品
は
、
題
名
・
氏
名
・
住

　
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
性

　
別
・
勤
務
先
（
通
学
先
）
を
記
入

　
し
た
表
恬
呑
け
綴
じ
る
こ
と
。

②
雑
誌
・
単
行
本
は
、
別
紙
に
①

　
の
項
目
を
書
き
添
え
る
。
雑
誌

　
な
μ
ほ
、
応
募
作
品
の
個
所
に

　
見
出
し
紙
を
は
る
こ
と
。

③
点
字
作
品
は
墨
訳
す
る
こ
と
。

④
他
薦
に
よ
る
応
募
は
、
推
薦
者

　
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

　
明
記
す
る
こ
と
。

　
〈
募
集
期
間
〉

　
４
月
１
日
囲
～
５
月
3
1
日
胞

　
（
当
日
消
印
有
効
）
。

　
〈
発
表
・
受
賞
式
〉

　
発
表
は
1
0
月
ご
ろ
。
受
賞
式
は

Ｍ
。

　
〈
賞
品
・
賞
金
〉

　
受
賞
者
は
Ｉ
人
以
内
、
正
賞
と

副
賞
3
0
万
円
。

　
〈
主
催
〉

　
宇
治
市
・
市
教
育
委
員
会
。

　
〈
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　
宇
治
市
企
画
課
企
画
係
（
〒
6
1
1

里
握
琶
3
3
、
内
線
２
３
６
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

テ
レ
ビ
広
報

大
久
保
・
広
野

地
区
の
市
役
所

連
絡
所
「
オ
ー

ム
社
書
店
」
で

継
続

人
権
擁
護
委
員
決
ま
る

平成２年中火災・救急統計まとまる

火災・救急出動ともに増

加



２月11日発行（2）1991年（平成３年）
りよだ政

みんなで守ろう地球の環境
素晴らしい自然は未来からの借り物

　
地
球
は
、
豊
か
な
緑
や
き
れ
い
な
水
に
恵
ま
れ
、
私
た
ち
人
類

を
は
ぐ
く
み
、
そ
の
発
展
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
「
人

類
共
通
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
地
球
の
環
境
が
、
今
、
重
大
な
危

機
に
直
面
し
、
世
界
中
で
大
き
な
論
議
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
を
は
じ
め
、
先
進
各
国
で
は
、
豊
か
な
社
会
を
維
持
す
る

た
め
、
膨
大
な
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
た
結
果
、
大
気
や

水
な
ど
を
汚
染
し
て
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
は
「
未

来
か
ら
の
借
り
物
」
で
す
。
私
た
ち
は
、
汚
れ
た
環
境
を
も
と
の

き
れ
い
な
姿
に
し
て
、
未
来
へ
引
き
継
ぐ
責
任
が
あ
る
の
で
す
。

フ
ロ
ン
が

オ
ゾ
ン
層
を
破
壊

　
地
表
か
ら
一
万
メ
ー
ト
ル
以
上

の
上
空
に
広
が
る
成
層
圏
の
中
に

オ
ソ
ン
層
が
あ
り
季
ｙ
。

　
こ
の
オ
ゾ
ン
層
は
、
太
陽
光
線

に
含
書
れ
る
有
害
な
紫
外
線
の
ほ

と
ん
ど
を
吸
収
し
、
私
た
か
人
間

を
は
に
ゐ
と
す
る
生
物
に
、
影
響

が
及
ぶ
こ
と
忠
心
い
夕
λ
て
い
・

季
ｙ
。
い
わ
ば
、
地
球
を
守
る
宇

宙
服
な
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
、
人
類
が
作
っ

た
フ
ロ
ン
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
オ

ゾ
ン
層
の
破
壊
が
進
ん
で
い
卓
子
。

　
オ
ゾ
ン
層
が

　
破
壊
さ
れ
る
と
…

　
フ
ロ
ン
は
、
大
気
中
に
放
出
さ

れ
る
と
、
徐
々
に
成
層
圏
に
ま
で

達
し
、
そ
こ
で
紫
外
線
か
溶
び
て

分
解
さ
れ
季
ｙ
。
そ
し
て
、
含
ま

れ
て
い
た
塩
素
が
、
オ
ゾ
ン
分
子

か
次
々
に
破
壊
し
て
し
ま
い
未
丁
。

　
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
る
と
。

そ
の
破
響
尻
た
所
か
ら
、
有
害

な
紫
外
線
が
地
表
に
降
り
注
ぎ
、

穀
物
や
生
物
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
言
わ
れ
て
い
未
丁
。

　
と
こ
ろ
で
、
フ
ロ
ン
が
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
使
り
れ
て
い
る
か
ご
存

じ
で
す
か
。

　
整
髪
料
な
ど
の
ス
プ
レ
ー
の
噴

射
剤
、
冷
蔵
庫
や
ク
ー
ラ
ー
な
ど

の
冷
媒
、
電
子
部
品
な
ど
の
脱
脂

洗
浄
剤
と
い
っ
た
ぷ
つ
に
、
牟
吝

の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
フ
ロ
ン
は

俵
Ｍ
て
い
る
の
で
す
。

進
行
す
る

地
球
の
温
暖
化

　
地
球
の
温
暖
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
何
の
対
策
も
と
ら

ず
に
い
る
と
、
二
〇
三
〇
年
に
は

世
界
の
平
均
気
温
か
、
約
。
一
・
五

～
三
・
五
度
上
昇
し
、
私
た
ち
の

牛
活
に
深
刻
な
影
響
が
出
る
と
言

わ
れ
て
い
未
了
。

　
ど
う
し
て

　
地
球
が
暖
ま
る
の
？

　
地
球
の
温
度
は
、
太
陽
か
ら
降

万
注
ぐ
日
射
と
熱
と
、
地
球
が
宇

宙
に
放
出
す
る
熱
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
未
了
。

　
し
か
し
、
大
気
中
に
は
、
地
球

が
放
出
す
る
熱
夕
封
じ
込
め
る
性

質
か
痔
つ
心
室
効
果
ガ
ス
」
が

あ
り
、
こ
の
濃
度
が
増
え
る
と
。

大
気
や
地
表
に
と
μ
漢
る
熱
が
増

え
、
地
球
が
暖
ま
る
の
ぶ
ｙ
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
に
は
、
二
酸
化

炭
素
を
ほ
じ
め
、
メ
タ
ン
、
亜
酸

化
窒
素
、
フ
ロ
ン
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
球
温
暖
化
へ

の
寄
与
率
は
、
左
図
の
と
お
り
で
、

温
暖
化
夕
防
止
す
る
に
は
、
ま
ず
、

自
動
車
や
工
場
な
点
匹
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
な
芦
券
減
ら
す

こ
と
が
、
第
一
課
題
と
な
っ
て
い

ホ
ヂ
。

　
温
暖
化
が
進
む
と
・
：

　
ま
ず
、
海
水
面
上
昇
の
問
題
が

あ
皇
子
。

　
地
球
の
平
均
気
温
が
Ｉ
・
五
～

三
・
五
早
責
1
2
　
だ
場
合
、
海
水

の
膨
張
や
一
部
の
地
域
で
氷
が
溶

け
る
こ
と
で
、
海
水
面
が
〇
・
二

王
・
一
メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
仮
に
、
海
水
面

が
Ｉ
メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る
と
、
東

京
の
下
町
の
大
部
分
は
、
海
水
面

よ
り
低
ぐ
な
っ
て
し
ま
い
水
子
。

　
地
球
の
温
暖
化
は
、
ほ
か
に
も
、

植
生
か
変
え
、
世
界
の
農
業
な
ど

に
大
き
な
影
響
を
与
Ｉ
チ
。

図
温
室
効
果
ガ
ス
の
温
暖

　
　
化
へ
の
寄
与
の
程
度

　
　
（
ハ
ン
セ
ン
に
よ
る
、
一
九
八
八
）

亜酸化

　窒素

病
ん
で
い
る
地
球

　
人
類
の
活
動
が
拡
大
す
る
に
つ

れ
て
、
私
た
ち
の
牛
活
を
支
え
る

地
球
の
環
境
が
お
か
Ｊ
)
V
な
っ
て

き
て
い
ま
ず
。
こ
れ
が
、
地
球
の

環
境
問
題
で
す
。

　
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や
地
球
温
暖

化
の
ほ
か
に
も
、
た
ぐ
さ
ん
の
問

題
が
発
生
し
て
い
求
ｙ
。

行動しようｰこれが今、

課題です。

と、何か途方もないことの

ち一人ひとりが、自分の生

大きく改善されるのです。

で、まず地球の環境問題を

き合っていく方法を見付け

　
河
川
・
海
洋
の
汚
染

　
川
や
海
に
は
、
も
と
も
と
、
水

を
浄
化
す
る
能
力
が
あ
り
ま
ず
。

し
か
し
、
牛
活
排
水
や
工
場
排
水

な
ど
の
汚
濁
物
質
に
よ
り
、
そ
の

能
力
が
。
限
界
沁
怠
え
、
汚
染
が
進

行
し
て
い
ま
ず
。
毎
日
、
家
庭
で

倣
ｐ
れ
る
合
成
洗
剤
な
芦
も
、
そ

の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
そ
の
結
果
、
湖
や
海
で
は
赤
潮

が
発
牛
Ｕ
、
魚
な
ど
が
犠
牲
に
な

っ
た
り
、
私
た
ち
の
飲
料
水
に
も

大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
立
木
も
枯
ら
す
酸
性
雨

　
工
場
や
自
動
車
な
ど
で
、
石
油

や
石
炭
な
ど
を
燃
料
と
し
て
使
う

と
、
硫
黄
酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物

と
い
っ
た
汚
染
物
質
が
、
大
気
中

に
排
出
脊
誓
子
。
こ
れ
ら
の
物

質
は
、
化
学
反
応
を
操
り
返
し
、

最
終
的
に
は
、
酸
性
の
雨
と
な
っ

て
、
再
び
地
上
に
降
っ
て
き
ま
ず
。

こ
れ
が
、
酸
性
雨
で
す
。

　
酸
性
雨
は
、
岡
原
酸
性
に
し

て
魚
な
ど
ぞ
す
め
な
ぐ
し
、
木
を

枯
β
し
て
し
ま
い
未
丁
。
ヨ
ー
ロ

″
パ
や
北
ア
メ
リ
カ
で
は
、
既
に

こ
の
よ
シ
な
被
害
が
出
て
い
未
丁
。

　
森
林
破
壊
も
拡
大

　
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
熱
帯
林
が

今
、
急
激
に
減
少
し
て
い
未
了
。

こ
れ
は
、
日
本
な
ど
へ
の
輸
出
用

と
し
で
伐
採
す
る
の
を
は
じ
の
、

焼
政
畑
に
よ
る
農
地
の
拡
大
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
減
少
す
る
面
積
は
、
世
界
で
毎

年
、
日
本
の
本
州
の
約
半
分
に
相

当
す
る
千
百
三
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
む
蓬
し
て
い
ま
ず
。

　
熱
帯
林
は
、
現
地
の
人
々
に
と

っ
て
牛
活
の
よ
９
ど
こ
ろ
で
あ
り
、

地
球
の
生
物
種
の
約
半
分
が
生
息

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
ぶ
っ
に
、

生
物
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
ｙ
。
ま

あ
な
た
は
狙
わ
れ
る
タ
イ
プ
？

そ
れ
と
も
…

臥
鴫
習

　
、
輿
£
≪

才
〕こ

ん
な
人
た
ち
で
し
た

　
海
外
先
物
取
引
や
証
券
取
引

な
ど
に
名
忿
借
り
て
、
言
葉
巧

み
に
「
か
つ
け
話
」
に
引
き
込

み
金
銭
を
だ
ま
し
取
っ
た
り
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
消
防
署
の
職
員
な
ど

と
身
分
か
偽
っ
て
物
品
を
冒
ｂ

せ
る
な
べ
さ
ま
ざ
ま
な
手
口

で
消
費
者
公
弩
悪
質
商
法
は
、

ま
だ
ま
だ
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
悪
質
業
者
は
、
ど
の
ぷ
つ
に

し
て
、
皆
令
忿
渦
約
に
誘
い

込
む
の
で
し
よ
烹
一
一
。
警
察
に

検
挙
さ
れ
た
悪
質
業
者
自
身
の

告
白
奎
聞
い
て
み
ま
し
よ
う
。

悪
質
業
者
の
告
白

一
利
殖
に
関
心
の
強
い
人

　
「
こ
の
タ
イ
プ
の
人
は
、
自

分
の
知
ら
な
い
利
殖
方
法
に
も

興
味
忿
ふ
じ
ゃ
す
く
、
も
シ
か

る
話
に
は
、
す
ぐ
の
っ
て
孝
ま

た
、
私
た
ち
の
牛
活
に
、
大
き
な

恵
み
舎
Ｔ
で
ぐ
れ
て
い
季
ｙ
。

　
一
方
、
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
針

葉
樹
林
も
、
良
質
パ
ル
プ
の
原
料

な
芦
と
し
て
伐
採
さ
れ
、
急
激
に

そ
の
面
積
夕
減
少
さ
せ
て
い
乖
ｙ
。

み
ん
な
で
地
球
に

　
　
や
さ
し
い
行
動
を

　
地
球
環
境
問
題
は
、
広
い
地
球

の
中
で
、
徐
々
に
深
刻
化
し
て
い

求
Ｋ
被
害
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
て
か
ら
で
は
、
手
遅
れ
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
未
了
。

　
良
好
な
地
球
環
境
を
、
私
た
ち

の
子
孫
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
は
、
国
は
も
と
よ
り
、
息
居
、

企
業
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
立

　
レ
ー
な
芦
夢
碑
わ
な
い
ぶ
フ

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
つ
工
場
な
ど
で
フ
ロ
ン
を
祀
わ

　
な
い
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
地
球
の
温
暖
化
を
防
ご
う
〉

　
Ｏ
自
動
車
の
利
用
を
で
き
る
だ

　
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
こ
曖
房
は
適
温
で
上
手
に
管

　
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ｏ
頌
詞
包
装
は
や
め
ま
し
ょ
う

〈
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
を
暮
ら
し
に

生
か
そ
う
〉

　
エ
コ
フ
ー
ク
と
は
『
私
た
ち

の
手
で
、
地
球
蔵
環
境
を
守

る
コ
』
と
い
之
選
宕
を
表
し

た
、
環
境
保
全
に
役
立
つ
商
品

に
付
け
ら
れ
る
シ
ン
ボ
ル
了
。
・

ク
で
す
。
現
在
、
家
庭
習
署

し
た
」

銀
行
や
証
券
会
社
で
不
愉
快

　
な
思
い
を
経
験
し
た
人

考
え
方
に
影
響
さ
れ
や
す
く
、

主
体
性
の
な
い
人
が
狙
い
目
で
、

こ
の
よ
う
な
人
に
は
、
主
体
性

　
　
「
ま
ず
、
銀
行
や
証
券
会
社
　
を
痔
た
せ
る
話
を
し
未
了
。
相

を
ほ
め
る
こ
と
か
兵
寧
始
め
　
手
か
主
婦
の
と
き
に
は
『
家
庭

未
了
。
す
る
と
、
こ
の
よ
シ
な
　
の
財
産
管
理
は
、
奥
さ
ん
の
仕

人
は
、
銀
行
な
ど
の
悪
口
を
言
　
事
で
す
よ
』
な
μ
と
言
っ
て
、

い
出
し
求
心
で
、
そ
こ
で
徐
　
主
婦
が
財
産
管
理
の
実
権
を
握

々
に
話
全
易
せ
て
ぃ
孝
柔
ｙ
。
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ぶ
っ
に

最
後
に
は
、
互
い
に
銀
行
な
ど
　
思
わ
せ
、
契
約
さ
せ
て
１
　
承
っ

を
け
な
し
て
、
銀
行
離
れ
を
さ
　
の
で
す
」

せ
、
こ
ち
ら
の
契
約
に
も
ち
込

ん
で
い
章
示
す
」

一
明
る
く
、
お
し
ゃ
べ
り
好
き

　
で
、
人
を
あ
ま
り
疑
わ
な
い

　
人

　
　
「
世
間
話
を
し
た
後
、
こ
ち

ら
の
勧
め
る
利
殖
方
法
に
つ
い

て
、
こ
ち
ら
に
都
合
の
い
い
新

聞
や
雑
誌
の
記
事
奮
見
せ
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
説
明
し
て
い
く

と
、
何
の
疑
い
も
な
ぐ
信
じ
て

も
ら
Ｉ
子
。
む
し
ろ
、
本
人

の
方
か
ら
契
約
に
積
極
的
に
な

っ
て
ぐ
る
こ
と
も
あ
り
水
子
』

一
都
会
に
出
て
き
て
間
も
な
い

　
人

　
　
「
素
朴
で
、
他
人
の
意
見
や

開設中

一
ヘ
ソ
ク
リ
を
し
て
い
る
主
婦

　
　
「
こ
の
よ
ラ
な
主
婦
は
、
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
ヘ
ソ

ク
リ
な
り
ま
く
活
用
ず
る
方
法

を
探
し
て
い
未
了
。
世
間
話
を

し
な
が
ら
、
ヘ
ソ
ク
リ
を
し
て

い
る
こ
と
を
聞
き
出
し
、
『
銀

行
に
預
け
る
よ
り
証
券
会
社
の

方
が
い
い
で
す
よ
』
と
話
を
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
ち
ら
の

本
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
　
「
そ
こ
で
、
『
で
も
、
株
は

難
し
い
で
す
か
ら
ね
エ
』
と
言

っ
て
、
こ
ち
ら
の
本
当
の
目
的

で
あ
る
先
物
取
引
を
徐
々
に
勧

め
て
い
孝
示
ｙ
。
こ
の
よ
シ
な

人
は
'
　
ｔ
ｊ
主
人
に
相
談
す
る
ど

こ
る
か
、
自
分
の
方
か
ら
『
主

人
に
は
、
内
緒
に
し
て
ぐ
だ
さ

い
』
と
言
っ
て
ぐ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
」

　
　
相
手
に
よ
っ
て

　
　
変
わ
る
手
口

　
こ
の
ふ
つ
に
、
悪
質
業
者
は
、

話
を
し
て
い
る
間
に
、
皆
さ
ん

の
性
格
な
ど
か
巧
み
に
つ
か
み
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
手
を
変
え
、

品
を
変
え
て
、
契
約
に
誘
い
込

も
フ
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
被
害
に
遭
っ
て
い
る
の
は
、

こ
の
告
白
に
あ
る
タ
イ
プ
の
人

だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
、
ご
注
意
か
７
・

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

セ
ン
タ
ー
穴
三
月
三
十
日
出

ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
譲
っ

て
ほ
し
い
・
譲
り
た
い
品
物
が

あ
れ
ば
、
電
話
か
は
が
き
で
、

セ
ン
タ
ト
ま
で
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る

品
物
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

』

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

。
応
接
セ
″
ト
、
整
理
た
ん
す
、

本
棚
、
食
卓
セ
″
ト
、
洗
濯
機
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ワ
ー
プ
ロ
、

オ
ー
ブ
ン
電
子
レ
ン
ジ
、
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
ｙ
ダ
Ｅ

焼
き
器
、
ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
、

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
ガ
ス

湯
沸
か
し
器
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

自
転
車
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

ベ
ピ
ー
ベ
″
ド
、
ラ
ン
プ
、
卓

球
台
ヽ
即
ざ
ヽ
脚
立
ヽ
足
踏

み
ミ
シ
ン
、
一
輪
車
。

（
譲
り
た
い
〉

　
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
″
ド
、
妬
、

冷
蔵
庫
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
オ

ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
、
冷
風
扇
、

食
器
洗
い
機
、
三
輪
車
、
幼
児

用
四
こ
ま
車
、
ベ
ビ
ー
た
ん
す
。

　
Ｓ
ｊ

留
守
番
電
話
、
編
み
機
、
ゴ
ム

編
み
機
、
ズ
ボ
ン
プ
レ
″
サ
ー
、

学
習
机
、
英
会
話
カ
セ
″
ト
、

医
療
用
べ
ｙ
ヽ
作
敷
物
ヽ
ひ

な
段
。

1210

悪
質
業
者
の
手
口
の
全
容

譲
り
た
い
譲
っ
て
ほ
し
い
品
物
は
登
録
を

暮
ら
し
の
情
報

リサイクル情報セン

ター市役所自治振興

課内22-3141

内線385

消
費
者
に
関
す
る
苦
情
や

相
談
は
お
気
軽
に
消
費
者

生
活
相
談
室
（
市
役
所
自

治
振
興
課
内
　
内
線
3
8

5
）



i台　　　　rfJ宇
(3）第908号

　地球的規模で考え､一足元かを

私たちに求められている大き4

　　「地球の環境を守る」と言う

ように思われがちですが、私大

活を少し見直すだけで、それ1;

　地域で、職場で、そして家腱

正しく認識し、地球と仲良くk

ましょう。

場
か
ら
、
今
す
ぐ
取
り
組
み
夕
始

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
〈
オ
ゾ
ン
層
を
守
ろ
う
〉

　
Ｏ
フ
ロ
ン
タ
便
っ
て
い
る
ス
プ

エコマーク

〈
川
や
海
を
き
れ
い
に
〉

　
Ｏ
せ
っ
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
ご
廃
油
は
流
さ
ず
、
新
聞
紙
な

　
ど
に
吸
わ
せ
て
ゴ
ミ
箱
へ
。

　
Ｉ
伊
化
槽
は
正
し
ぐ
管
理
し
ま

　
　
し
ょ
う
。

〈
限
ら
れ
た
資
源
を
守
ろ
う
〉

　
・
古
紙
や
空
き
ビ
ン
・
空
き
缶

　
　
な
ど
の
回
収
に
協
力
し
ま
し

　
Ｏ
電
気
製
品
の
使
用
や
コ
ピ
ー

　
　
な
ど
は
最
低
限
に
し
ま
し
ょ

　
中
心
に
、
三
十
一
品
目
、
九
百

　
五
十
五
商
品
に
付
け
β
れ
て
い

　
ま
ず
。
エ
コ
了
‐
ク
付
鹿
四
品

　
雲
ｙ
ｐ
し
に
生
か
し
て
使
い
ま

　
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
、

考
え
れ
ば
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
哭

　
と
に
か
く
、
で
き
る
こ
と
か
ら

今
す
ぐ
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
奎
わ
り
の
み
ん
な
に
広
め

ま
し
ょ
う
。

　
（
自
治
振
興
課
・
環
境
保
全
課
）

上手に利用しましょう

クーリング

・オフ

　
▼
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
と
は
、

訪
問
販
売
法
で
指
定
さ
れ
た
商

品
や
役
務
、
権
利
奎
購
入
し
た

握
Ｒ
そ
れ
が
本
当
に
必
要
か

μ
旨
示
「
頭
を
冷
や
し
て
考
汽

直
す
」
期
間
か
設
け
、
こ
の
期

間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約

で
き
る
制
度
で
す
。

　
▼
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
期
間

は
、
八
日
間
あ
り
ホ
ヂ
（
マ
ル

量
が
「
既
発
見
埋
蔵
量
」
と
い

わ
れ
て
い
求
了
。
ま
た
、
地
質

学
的
見
地
か
ら
推
定
し
た
、
未

発
見
の
埋
蔵
量
を
加
え
た
も
の

を
「
究
極
的
な
可
採
埋
蔵
量
」

と
い
い
、
現
在
、
約
二
兆
バ
ー

レ
ル
（
約
三
千
二
百
億
キ
ロ
リ

そ
の
②

解
約
通
知
は

内
容
証
明
郵
便
が

確
実
で
す
。

左
記
を
参
考
に

お
書
き
く
だ
さ
い
。

(商品購入の場合)

　　ｌ　□川

ﾘ§　，L≒とj

　リ
　Ｎ

１．１ろっ0 0 。
以脱出

おが

F1

円は　と
ｙ　iS

･ a w　§　認
n;1u輦会ぶ　　解

くいん　約約結日　除
だるでf fIﾆをし付　通さ商く　際解まけい品

tc

し除しで　知･
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　｀い店支ま’｀社
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tt
　の　醤い･ a 販
　支　過ま　゜゜充　警　H　昂

　返　口掻　金

ａ

１

チ
商
法
で
は
十
四
日
以
内
）
。

　
▼
販
売
業
者
に
対
す
る
解
約

通
知
は
、
書
面
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
▼
次
の
握
に
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
ー
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
①
消
粍
品
を
目
分
の
蜃
Ｊ

－
油
可
採
年
数
）
は
、
約
四
十
四

年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
可
採
年
数
」
と
は
、
確
認
埋
蔵

量
か
前
年
の
世
界
の
生
産
量
で

割
っ
た
数
値
で
す
。

　
一
九
八
八
年
の
確
認
埋
蔵
量

シ
エ
て
在
四
地
域
の
可
採
年

原
油
埋
蔵
量

ツ
ト
ル
）
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
ず
。
・

　
あ
と
4
4
年
で

　
石
油
は
な
く
な
る
の
？

　
現
在
、
世
界
の
原
油
寿
命
（
原

数
を
見
る
と
、
中
東
（
六
三
％
）

＝
百
十
一
年
、
中
南
米
（
一
三
・

九
乙
―
五
土
〈
年
、
共
産
圏

（
九
・
一
石
Ｔ
十
五
年
、
ア
フ

リ
カ
（
六
・
三
り
）
＝
三
十
一

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
使
っ
た
握
に
（
化
粧
品
や
避

妊
具
な
ど
は
使
っ
た
分
だ
け
）

　
②
三
千
円
未
満
の
現
金
取

引
の
握
－

　
③
指
定
外
の
商
品
・
役
務
・

権
利
（
指
定
さ
れ
て
い
て
な
栞

用
目
動
車
は
で
W
i
i
i
f
i
ん
）

　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

　
可
採
年
数
は
、
ふ
築
の
新
規

油
田
の
発
見
や
原
油
採
掘
技
術

の
向
上
、
原
油
需
要
量
の
変
化

に
伴
い
、
変
わ
っ
て
い
く
も
の

で
す
か
ら
、
そ
の
時
点
で
の
目

安
と
な
る
数
値
で
あ
っ
て
、
必

ず
し
も
原
油
が
あ
と
四
十
四
年

で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
、

　
し
か
し
、
石
油
は
限
ら
れ
た

一
掃
一
で
す
。
こ
の
幸
ま
使
い
続

け
る
と
、
数
十
年
後
に
は
、
確

実
に
な
ぐ
な
っ
て
し
ま
う
で
し

ょ
う
。
一
人
ひ
と
ぴ
が
資
源
を

大
切
に
し
、
無
駄
使
い
を
し
な

い
よ
う
努
め
た
い
も
の
で
す
。

　
倒
参
照
・
石
油
情
報
セ
ン
タ

ー
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）
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市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
活
動
の
一
環

と
し
て
試
買
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

公
の
テ
ス
ト
結
果
で
は
な
く
、
日
ご
ろ

何
げ
な
く
使
っ
て
い
る
、
身
近
な
日
用

品
に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
ー
が
日
常
生
活

で
使
っ
て
み
た
感
想
や
使
い
勝
手
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

筆
ペ
ン

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
は

　
　
　
書
き
や
す
さ

筆
書
き
に
似
た
字
か
壬
ｔ
に
書

け
る
。
筆
ぺ
ｙ
を
莉
用
す
る
人

が
多
い
ぷ
つ
で
す
。
最
近
は
種
類

も
増
え
、
価
格
に
も
幅
が
あ
る
の

で
、
実
際
に
書
い
て
調
べ
て
み
ま

し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
軟
筆
は
、
ス
ポ
ン
ジ
状
の
軟
質

　
各
グ
ル
ー
プ
が
熱
心
に
調
査
し
た
結
果

を
報
告
（
昨
年
1
1
月
2
6
日
、
モ
ニ
タ
ー
調

査
発
表
会
で
）

樹
脂
倣
筆
の
穂
先
の
形
に
し
た

も
の
で
、
比
較
的
コ
シ
が
あ
り
、

筆
に
な
じ
み
の
な
い
人
で
'
Ｓ
＆
き

や
す
い
ぷ
つ
で
す
。

　
毛
筆
や
新
毛
筆
は
、
特
殊
ナ
イ

ロ
ン
な
ど
を
筆
の
ぶ
つ
に
東
ね
て

作
っ
た
も
の
で
、
太
物
の
毛
筆
に

近
い
書
座
作
が
し
ぎ
子
。
習
字
の

心
得
が
少
々
あ
れ
ば
、
案
外
書
き

や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
シ
か
。

　
使
い
捨
て
の
も
の
と
カ
ー
ト
リ

″
ジ
式
の
も
の
と
が
あ
り
求
ふ
、

人
に
よ
っ
て
母
男
。
力
の
入
れ

方
に
差
が
あ
り
、
墨
の
保
持
期
間

は
一
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

書
参
や
す
さ
は
、
価
格
に
あ
ま
り

関
係
な
ぐ
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
違

シ
よ
う
で
す
。
手
軽
に
書
け
５
よ

う
に
す
る
に
は
、
日
ご
ゑ
鰐
便

い
ｅ
.
れ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

1

1

1

1

‐

Ｉ

－

Ｉ

　
ス
ポ
ン
ジ

　
　
コ
シ
が
あ
り
、

　
　
持
ち
ｓ
-
す
い
も
の
を

　
茶
わ
ん
や
皿
の
汚
れ
か
呪
い
苓

と
す
の
に
便
利
な
ス
ポ
ン
ジ
類
。

用
途
に
合
わ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
種

類
が
出
て
い
求
心
で
調
べ
て
み

ま
し
た
。

　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
用
途
に
<
ｉ
ａ
Ｑ
＾
た
も
の
は
、
日

常
の
食
器
洗
い
に
便
う
に
は
、
持

ち
岳
え
る
手
間
が
か
か
り
、
ひ
し

ろ
使
い
に
く
く
、
ふ
っ
く
ら
柔
ら

か
く
、
適
当
に
コ
シ
が
あ
る
も
の
、

持
ち
や
す
く
、
水
切
れ
の
よ
い
も

の
が
使
い
や
す
く
思
わ
れ
未
丁
。

　
細
菌
に
と
っ
て
、
乾
き
に
Ｉ

い
つ
も
湿
っ
て
い
て
、
栄
養
た
っ

ぷ
り
の
ス
ポ
ン
ジ
は
、
と
て
も
ぶ
１
１
　

み
よ
い
巣
に
な
り
未
了
。

　
使
っ
た
後
は
、
熱
湯
か
石
け
。

　
　
　
ぺ

　
　
　
吟

　
　
　
　
　
『
か
剛

　
　
　
詣
靉

・

乾
か
す
こ
と
を
習
慣
に
し
て
、
い

つ
も
清
潔
な
も
の
を
、
気
持
ち
よ

く
使
･
c
ｖ
Ａ
ｎ
に
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
き
ん

　
　
　
　
　
　
い
つ
も

　
　
　
　
　
　
清
潔
に
が
‥

　
台
所
で
使
う
ぷ
き
か
は
、

ふ
く
、
か
ぶ
せ
る
。
つ
か
む
、
包

む
、
敷
く
な
ど
、
い
ろ
い
会
俊

目
を
し
季
ｙ
。
種
類
も
、
昔
な
が

ら
の
さ
５
し
の
綿
、
タ
オ
ル
地
、

混
紡
な
芦
ぷ
あ
り
、
大
ぎ
ご
蚤

ち
ま
ち
で
す
の
で
、
使
い
や
す
さ

を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
実
際
に
使
っ
て
み
る
と
、
や
は

り
、
水
牽
よ
く
吸
ラ
も
の
が
よ
く
、

洗
っ
て
丈
夫
な
こ
と
や
ふ
い
た
後

ケ
バ
が
つ
か
な
い
こ
と
、
し
な
や

か
で
な
じ
み
や
す
い
生
地
の
も
の

が
、
使
い
や
す
い
ふ
き
ん
と
し
て

挙
げ
ら
元
未
了
。

　
ま
た
、
ゑ
Ｗ
ん
は
、
食
べ
物
と

切
肛
離
せ
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

蛍
光
増
白
剤
が
便
わ
れ
て
い
な
い

も
の
夕
便
い
ま
し
ょ
う
。

　
使
っ
た
後
は
、
せ
っ
け
ん
で
よ

ぐ
洗
い
、
十
分
に
太
陽
に
干
し
、

清
潔
を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

－
自
―
1
1
1
1
1
1
1
1

鮮
度
保
持
袋

　
　
　
　
種
類
に

　
　
　
　
合
わ
せ
て
・
：

　
野
菜
や
果
物
は
、
保
存
に
心
遣

い
が
必
要
で
、
上
手
に
保
存
で
き

れ
ば
大
変
璽
宝
し
ま
す
。
〈
「
鮮

度
保
持
戸
が
出
回
っ
て
い
る
の

で
、
普
通
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
と

比
較
し
て
、
野
菜
や
果
物
の
保
存

状
態
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
調
査
し
た
保
持
袋
の
材
質
は
、

全
部
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
、
野
菜

や
果
物
夕
ほ
だ
か
の
ま
ま
入
れ
、

突
刄
扱
き
、
ロ
か
閉
じ
て
使
う

ぷ
つ
に
表
示
し
て
あ
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。

　
保
存
場
所
と
し
て
、
冷
蔵
庫
を

指
定
し
て
い
る
も
の
と
、
指
定
し

て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
透
明
の
も
の
と
色
付
き
の
も

の
が
あ
り
、
透
明
の
も
の
の
方
が

中
の
状
態
が
わ
か
り
や
す
く
、
い

ず
れ
も
、
普
通
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

袋
よ
り
も
価
格
が
高
い
も
の
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鮮
度
保
持
の
効
果
は
、
銘
柄
に

よ
る
差
は
ほ
と
ん
ど
な
ぐ
、
短
期

間
の
保
存
で
は
、
普
通
の
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
袋
と
の
差
は
、
特
に
な
い

ぷ
つ
で
す
。

　
野
菜
や
果
物
の
種
類
に
よ
り
、

保
存
に
溺
ず
る
温
度
や
湿
度
が
異

な
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
た
使
い

方
奪
恚
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

式
味
の
低
下
や
ビ
タ
ミ
ン
の
減
少
が

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
な
る
べ

く
早
く
使
い
き
る
ぶ
つ
に
し
た
い

も
の
で
す
。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

確
認
埋
蔵
量
と
は
　
　
酢
顎
託
言

　
石
油
は
、
無
限
に
あ
る
も
の

で
は
な
ぐ
、
限
ら
れ
た
天
然
資

源
の
一
つ
で
す
。
で
は
、
地
球

全
体
で
、
一
体
μ
抗
だ
け
の
原

油
が
あ
る
の
で
し
ょ
ラ
か
？

　
原
油
の
埋
蔵
量
は
、
一
般
に
、

「
確
認
埋
蔵
量
」
で
不
さ
れ
未
了
。

こ
の
確
認
埋
蔵
量
と
は
、
探
鉱

や
試
掘
で
存
在
が
確
認
さ
れ
た

油
田
含
征
に
、
現
在
の
採
油

技
術
と
採
算
上
に
お
い
て
生
産

可
能
な
原
油
の
量
奮
ふ
し
た
も

ル
の
原
油
の
存
在
が
確
認
さ
れ

て
い
卓
子
。
そ
の
内
、
石
油
輪

出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
諸
国

が
約
七
五
％
衆
［
］
め
で
い
ま
ず
。

　
こ
の
確
認
埋
蔵
量
に
、
今
日

ま
で
の
原
油
生
産
斑
を
加
え
た

な
る
ほ
ど
・
ザ

・
石
油

暮
ら
し
の

情
報

買
い
物
は
確
か
な
目
で

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
試
買
調
査
結
果
か
ら

リサ

イク

ル情

報セ

ンタ

ー市

役所

自治

振興

課内

22

-3

14

1内

線3
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お
知

ら
せ

　
冬
の
親
子
天
文
教
室

　
私
た
ち
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
与
兄

て
ぐ
れ
る
星
の
世
界
。
あ
な
た
も

一
緒
に
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
3
日
出
、
午
後

７
時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
：
冬
の
星
座
と
月
・

火
星
・
木
星
・
金
星
▼
対
象
・
：
市
内

在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
親
▼

定
員
・
：
１
０
ａ
人
（
先
着
順
）
▼
持

・
ち
物
・
：
筆
記
具
、
小
さ
い
懐
中
電

灯
、
防
寒
具
、
あ
れ
攻
眼
鏡
▼
指

導
・
・
・
西
村
一
洋
さ
ん
▼
協
力
：
字

治
天
文
同
好
会
「
夢
見
齢
▼
申
し

込
み
・
・
・
２
月
1
2
日
叫
か
ら
同
館

（
ｓ
2
0
・
1
4
1
1
）
へ
電
話
か
来

館
で
。
　
　
　
吊
央
公
民
館
）

　
社
会
教
育
研
究
集
会

　
　
「
生
涯
学
習
と
私
」
を
テ
ー
マ

に
、
広
く
市
民
の
実
践
交
流
か
通

じ
て
、
今
後
の
生
涯
学
習
の
あ
る

で
男
向
を
話
し
合
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
1
7
日
間
、
正
午

１
午
後
４
時
半
▼
と
こ
ろ
…
中
央

公
民
館
▼
内
容
・
・
・
○
基
調
講
演

「
生
き
る
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
」
＝
滋

賀
大
学
教
授
・
住
岡
英
毅
洛
ん
○

分
散
心
一
・
全
体
会
で
研
塞
鼠
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
社
会
教
育
課
（
内

線
４
７
４
）
へ
。
（
襲
殺
育
課
）

　
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
左
表
の
講
座
夕
受
け
付
け

康
ｙ
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
同
セ
ン
タ
ー
（
容
4
6
・
0
6
8

8
）
へ
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

パソコン講座の内容・日程

講座名 期間 曜日 時間
回数
(回)

定貝
(人)

受講料
　(円)

パソ　コ　ン

　　　　(初級)
3/8～4/23 火･金 18:30～21:0014 20 16,800

パソ　コ　ン

(ロータスi-2-3初剛 3/3-4/7日 13:00～15:30６ 10 7,200
パソ　コ　ン

{ロータスト2-3中!i) 3/6～3/27 水･土18:30～21:00６ 10 7,200
ノぐソ　コ　ン
(ベーシック初級)

3/7～4/11 月･木18:30～21:00 10 10 12,000

就
学
通
知
書
は

届
き
ま
し
た
か

市
教
育
委
員
会
で
は
一
月
末
に
、

今
年
四
月
に
市
立
小
・
中
学
校
へ

入
掌
右
児
童
・
牢
徒
の
保
護
者

あ
て
に
、
就
学
通
知
書
欠
郵
送
し

ま
し
た
。
こ
の
就
学
通
知
書
が
ま

だ
届
い
て
い
な
い
人
、
国
立
や
私

立
の
学
校
へ
入
学
す
る
人
、
住
所

変
更
し
た
人
は
、
学
校
教
育
課

（
内
線
ｔ
６
９
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
入
学
式
は
、
小
学
校
が

四
月
九
日
脚
、
中
学
校
が
四
月
十

日
困
で
す
。
　
　
（
学
校
教
育
課
）

小
・
中
学
校
の
講
師
・
養
護
講
師

　
登
録
者
を
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小

中
学
校
の
講
師
及
び
養
護
講
師
の

登
録
者
か
募
集
し
て
い
ま
ず
。
教

育
職
員
免
許
忿
持
ち
（
養
護
講
師

は
看
護
婦
免
許
も
可
）
、
登
録
m

撃
ｙ
M
人
は
、
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
写
真
夕
ほ
っ

て
、
教
育
委
員
会
総
務
課
（
〒
6
1
1

箆
琵
琶
4
5
、
内
線
４
６
４
）
へ
。

郵
送
可
。
（
教
育
委
員
会
戮
諌
）

　
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
3
E
伽
、
午
後

３
時
半
１
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
男
屋
▼
内
容
・
・
・
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
ほ
か
▼
対
零
・
・
３
・

４
歳
児
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
中
央
９

書
館
（
豊
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

平
成
3
年
度

指
名
登
録
業
者
の
受
け
付
け

物
品
・
役
務
と
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
工
事

　
平
成
三
年
度
指
名
業
者
の
資
格

審
査
の
申
請
欠
左
表
の
要
領
で

受
け
付
け
ま
す
。
申
請
し
て
い
な

い
と
、
建
設
工
事
、
測
量
や
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
・
役

務
の
供
給
な
ど
の
指
名
競
争
入
札

な
ど
に
参
加
１
笙
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請

要
領
の
請
求
は
、
直
接
、
管
財
契

約
課
ま
で
お
越
Ｌ
ご
だ
さ
い
。

　
〈
入
札
参
加
資
格
〉

程表
－
・受付

　
次
の
項
目
の
う
ち
一
つ
で
も
該

当
す
る
も
の
が
あ
る
人
（
業
者
）
は
、

登
録
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

　
○
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者
並

び
に
破
産
者
で
復
権
か
得
な
い
人

　
○
平
成
３
年
３
月
3
1
日
現
在
で

当
該
営
業
開
始
後
２
年
未
満
の
人

　
（
建
設
工
事
関
係
業
種
で
は
建
設

業
法
に
よ
る
営
業
の
許
可
、
測
量

及
ｇ
護
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係

業
種
で
は
業
務
ご
と
に
市
が
定
め

２
月
1
2
日
出
か
ら

２
月
1
8
日
側
か
ら

る
営
業
に
関
す
る
登
録
、
物
品
や

役
務
関
係
業
種
で
は
当
該
営
業
を

行
ラ
た
め
に
必
要
な
許
認
可
等
を

得
た
後
２
年
未
満
の
人
）

　
○
直
前
２
年
の
各
営
業
年
度
に

営
業
実
績
高
の
な
い
人

　
○
宇
治
市
税
夕
濡
納
し
て
い
る

人　
詳
し
ぐ
は
管
財
契
約
課
契
約
係

（
内
線
２
７
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
鴛

　
　
　
　
　
　
　
（
管
財
契
約
課
）

　○ ・建

建設
築工
や事
土関
木係
な
ど
の
工
事

　　○　　　○　●測●●物
地測量各物品
質量i種品．｀
調・i~の供役
査土ｇ役給務
４木ッ務や関

ｆ建サ提m係堕築ル供造
調設夕なの

芦が

　　係

業

務

内

容

２月18日側から

２月23日(土)まで

２月12日(火)から

２月16日tt)まで
受

付
期

間

上記期間の午前9時から午後5時まで
(錨謡;昌?l白川

宇治市産業会館I階多目的ホール ｜

　　　　※　許商印申
さ’い記こ　認業鑑.
い１て入の　可登証請
゜ISの方ほ　等記明書

　鷲詳法ヵ■.証簿書
　芦しな■

m 謄

　をいど必　書本
　ごこ申要　な
　覧と請な　ど
　くはに書　だ　｀つ類

必
要
書
類
な
ど

ボランティアと市民のつどい'91

文化センター小ホールで

文化センター小ホールで

２月24日(日)

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
の

た
め
の
財
源
と
し
て
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
市
ボ
ラ
ン
テ
″

ア
活
動
推
進
協
議
会
が
造
成
し

て
き
た
「
宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

基
金
」
が
、
目
標
額
の
一
億
円
に

達
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し

　
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
宇
治
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
、
四
月
二
十
一
日
間
に
執
行

す
る
予
定
で
す
。
立
候
補
予
定

者
に
対
す
る
説
明
会
蔵
次
の

と
お
り
開
催
し
濠
す
。

　
▼
と
き
…
３
月
８
日
廊
、
午

後
２
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
市
職
員
会

館
１
階
大
会
議
室
（
宇
治
下
居

1
3
の
１
）
▼
対
象
：
立
侯
補
予

定
者
か
代
理
人
（
合
わ
せ
て
２

人
以
内
）
▼
内
容
・
・
・
立
候
補
届

け
出
手
続
き
、
選
挙
運
動
な
ど
。

　
点
字
に
よ
る
市
議
会
議
員

　
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

四
月
二
十
一
日
㈲
に
執
行
す
る

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
、
点

刄
市
襲
獄
祉
協
議
会
で
は
、

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
市
民
の
っ

ど
い
9
1
」
を
開
催
し
示
ｙ
。

　
芦
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
求
心
で
、
多
数
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▽
と
き
・
：
２
月
2
4
日
間
、
午
後

　
１
時
半
～
４
時

▽
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ
ン
タ
ー
小

　
ホ
ー
ル

▽
内
容
・
：
①
記
念
式
典
②
記
念

　
講
演
「
人
生
っ
て
さ
さ
え
あ

　
い
っ
こ
」
＝
俳
優
・
世
田
谷
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
理
事
長
・

　
牟
田
悌
三
さ
ん
　
・

▽
入
場
料
…
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
…
市
社
会
福
祉

　
協
議
全
一
（
容
９
９
　
　
・
5
6
5
0
）

　
へ
。
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

1212

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　
自
分
で
保
険
料
か
納
め
る
第
一

号
被
保
険
者
の
う
ち
、
失
業
や
病

気
。
少
収
入
な
ど
で
、
努
力
し
て

も
な
お
、
保
険
料
納
付
が
困
難
な

人
に
は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
年
金
額
公
許
算
す
る

場
合
、
こ
の
制
度
の
利
用
期
間
に

つ
い
て
は
保
険
料
を
納
め
た
場
合

の
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ
未
丁
。

　
保
険
料
の
免
除
か
受
け
た
人
が
、

そ
の
後
、
経
済
的
余
裕
が
で
き
た

り
し
て
保
険
料
か
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
ぶ
っ
に
な
っ
た
と
き
は
、

将
来
有
利
な
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
ぶ
っ
に
、
免
除
さ
れ
て

い
た
期
間
の
保
険
料
の
全
部
ま
た

は
一
部
戟
十
年
前
の
分
ま
で
さ

か
の
ぽ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
に
と
は
、
福
祉
年
金
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
は
口
座
振
替
で

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
預
金

口
座
か
ら
目
動
的
に
納
め
る
こ
と

が
で
量
子
。
現
在
、
市
が
発
行

す
る
納
付
書
で
納
め
て
い
て
、
金

融
機
関
で
の
毎
回
納
付
の
手
間
を

省
き
た
い
人
は
、
手
を
煩
わ
さ

ず
、
納
を
右
の
な
い
「
預
金
ロ
・

座
振
替
」
を
莉
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
〈
手
続
き
方
法
〉
納
付
書
か
国
民

年
金
手
帳
と
預
金
通
帳
（
届
け
出

の
印
鑑
も
）
か
痔
参
の
う
ぇ
、
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
除
ぐ
）
の
窓
口

で
。
な
お
、
こ
れ
に
は
「
一
年
前

納
」
と
「
毎
月
振
替
」
が
あ
り
ま

す
。
「
前
納
」
の
場
合
、
平
成
三

年
度
か
ら
の
振
替
と
な
り
求
ゐ

で
、
手
塑
蔭
三
月
二
十
日
伽
ま

で
に
。

　
ま
た
、
「
前
納
」
に
は
割
引
制
度

が
あ
り
ま
ず
。
一
度
申
し
込
ん
で

い
た
だ
ぐ
と
、
取
り
消
し
・
解
約
一

変
更
の
申
し
出
の
あ
る
ま
で
、
毎

年
四
月
に
自
動
的
に
引
壹
洛
し
し

ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・
内
線
4
3
1

字
に
よ
る
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

を
発
行
。
視
力
に
障
害
が
あ
り
、

希
望
さ
れ
る
人
に
郵
送
に
ぶ
予
。

　
立
候
補
予
定
者
の
氏
名
・
生

年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
党

派
を
記
載
し
た
こ
の
お
知
ら
せ

は
、
国
会
議
員
・
知
事
選
挙
な

ど
で
は
、
京
都
府
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
希
望
者
に
送
付
さ
れ

て
い
車
ふ
、
今
回
選
挙
啓
発

の
一
つ
と
し
て
、
市
議
会
議
員

選
挙
に
も
採
り
入
れ
た
も
の
で

す
。

　
国
・
府
の
選
挙
の
際
に
、
既
に

送
付
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る

人
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
送
付

し
濠
Ｔ
が
、
視
力
に
障
害
が
あ

り
、
新
た
に
送
付
を
ご
希
望
の

人
は
、
二
月
末
ま
で
に
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
電
話
な

ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
多
く
な
っ
た

　
女
性
の
自
由
時
間

　
人
生
八
十
年
時
代
を
迎
兄
た

今
日
、
産
業
構
造
の
変
化
や
平

均
寿
命
の
伸
び
、
家
庭
電
化
製

品
な
ど
の
普
及
に
よ
る
家
事
の

省
力
化
、
少
子
化
に
よ
る
育
児

期
間
の
短
縮
な
ど
が
背
景
七
な

り
、
女
性
の
生
童
力
も
多
様
化

女
性
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
は
、
今

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
社
会
活
動
へ
参
加
す
る

女
性
が
着
実
に
増
加
し
、
参
加

意
欲
も
高
ま
っ
て
き
て
い
未
了
。

　
京
都
府
「
婦
人
問
題
に
関
す

る
意
識
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、

社
会
活
動
へ
の
参
加
で
最
も
多

い
の
は
「
地
域
活
動
」
で
、
「
文

化
活
動
」
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
な

戸
趣
味
の
活
動
に
参
加
し
て
い

る
人
も
多
い
ぷ
つ
で
す
。
（
図

１
参
照
）
。

　
従
来
、
地
域
活
動
は
、
女
性

の
社
会
参
加
の
一
つ
の
主
要
な

形
で
あ
り
、
女
性
が
能
力
を
発

揮
で
き
る
分
野
と
し
て
男
性
も

認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
、
実
質
的
な
担
い
手
は
女

性
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
団
体
の
「
長
」
は
男
性
が

占
め
て
い
ゐ
の
が
現
状
で
す
。

　
社
会
参
加
の
妨
げ
は
？

　
女
性
の
社
会
参
加
に
対
す
る

意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、

現
実
に
は
様
々
な
要
因
が
、
そ

の
参
加
を
阻
ん
で
い
ま
ず
。
同

調
査
に
よ
る
と
、
活
動
に
参
加

し
な
い
理
由
と
し
て
最
も
多
い

の
は
。
「
職
業
生
活
が
忙
し
い
」

で
、
「
家
事
・
育
児
が
忙
し
い
」
を

合
わ
せ
る
と
、
四
割
強
の
人
が
、

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
こ
と
を

あ
げ
て
い
未
了
（
図
２
参
照
）
。

　
こ
れ
は
、
性
別
に
ょ
る
役
割

分
担
の
意
識
が
依
然
と
し
て
残

っ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
、
今

後
男
性
の
理
解
と
協
力
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
「
関
心
が
な
い
」
を
理

（図1）社会活動への参加

由
ふ
ｙ
る
人
も
少
な
ぐ
あ
り
ま

せ
ん
。
や
は
り
、
啓
発
か
西
め
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
の
提
供
が
も

っ
と
必
要
と
思
わ
れ
未
丁
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
都
市
化
や
高
度
産
業
化
な
ど

不
明
・
無
回
答

何
も
参
加
せ
ず

国
際
交
流
活
勣

政
治
組
合
活
動

そ
の
他

消
賢
者
活
動

宗
教
活
動

ス
ポ
ー
ツ
活
動

文婦

化人

活団

動体

　活

　動

地
域
活
動

（図２）不参加の理由

不明･無回答2.0％

に
よ
り
、
旧
来
の
地
域
社
会
の
　

　
　

解
体
が
進
む
中
で
、
心
の
通
い
　

　
　

　

命
居
み
艮
い
地
域
つ
く
り
は
、

　
　

　

私
た
ち
の
共
通
の
願
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
で
は
、

女
性
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
環

境
。
つ
く
り
に
男
性
が
協
力
し
。

男
女
共
同
参
加
社
会
素
Ｗ
あ

げ
る
こ
と
が
課
題
で
は
な
い
で

し
よ
ラ
か
。

理
解
が
得
ら
れ
な
い
日
％

　　　　　経済的に余裕がない3.8％

京都府｢婦人間題に関する意識･実態調査｣

　　　　　　　　　　　　　　(昭和62年)

資料

一 － ∽ ∽ － ＝ ニ

京都府女性問題地域フォーラム

今が　何かがはじまる

おこしやす

ひな祭りフ

ォーラムへ

　
▼
と
き
・
：
３
月
２
日
出
、
午

後
Ｌ
時
1
5
分
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ

…
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
▼
テ

ー
マ
・
・
・
「
女
と
男
の
あ
し
た
」
▼

内
容
・
：
○
基
調
講
演
「
わ
わ
し

き
京
女
た
ち
」
＝
市
歴
史
資
料

館
・
辻
ミ
チ
子
館
長
Ｏ
フ
リ
ー

ト
ー
ク
ほ
か
▼
定
員
・
：
１
５
０

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
は
が
声
か

応
募
用
紙
で
、
２
月
2
3
日
出
ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
京
都

府
宇
治
地
方
振
興
局
民
生
課

（
〒
6
1
1
宇
治
若
森
７
の
６
、
a

2
1
・
2
1
0
2
）
か
、
市
教
育
委

員
会
青
少
年
婦
人
課
（
宇
治
妙

楽
１
２
８
の
１
、
豊
2
1
・
2
7

0
3
）
へ
。
な
お
応
募
用
紙
は
、

市
役
所
案
内
、
各
公
民
館
・
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
西
小
倉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
爪
社
会
教

育
課
、
青
少
年
婦
人
課
に
あ
り

康
司
　
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

年
金
の
お
知
ら
せ

福
祉
年
金
課
国
民
年
金
係
・
内
線
2
9
9
～
3
0
1

OPEN

THE

WINDOW

オープン・ザ・ウインド

ウ
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